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組
踊
コ
一
童
敵
討
」

の
演
出
論

大

城

皐

は
じ
め
に

沖
縄
伝
統
芸
能
の
演
劇
(
歌
舞
劇
。
楽
劇
)
を
代
表
す
る
組
踊
に
演
出
家
は
要
る
の
か
、
要
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
議
論
が
、
国
立

劇
場
お
き
な
わ
設
立
要
請
の
こ
ろ
話
題
に
な
っ
て
い
た
。
古
典
で
あ
ろ
う
が
、
新
作
で
あ
ろ
う
が
演
劇
に
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
演
出

家
は
要
る
、
と
い
う
意
見
が
あ
る
一
方
で
、
琉
球
王
国
時
代
か
ら
上
演
さ
れ
て
き
た
伝
統
芸
能
で
あ
る
組
踊
に
は
演
出
家
は
い
な
い
が
、

我
々
は
師
匠
か
ら
伝
統
の
演
技
と
演
出
ら
し
い
こ
と
を
継
承
し
て
き
た
、
よ
っ
て
演
出
家
は
不
要
だ
、
と
い
う
伝
統
組
踊
保
存
会
会
員
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が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。

伝
統
組
踊
保
存
会
と
は
、

一
九
七
二
(
昭
和
四
七
)
年
五
月
十
五
日
に
国
の
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
「
組
踊
」
の
保
持
者

で
構
成
す
る
保
持
団
体
の
こ
と
で
あ
る
。
同
保
存
会
の
主
た
る
事
業
は
、
組
踊
の
保
存
継
承
を
図
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
保
存

会
会
員
(
つ
ま
り
保
持
者
)
の
自
主
公
演
や
、
後
継
者
育
成
の
た
め
に
伝
承
者
養
成
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
立
方
指
導
者
、

地
謡
(
地
方
)
指
導
者
を
置
き
、
稽
古
か
ら
本
番
(
公
演
)
ま
で
指
導
者
が
責
任
を
持
っ
て
指
導
を
し
て
い
る
。

【
註
①
】

保
持
者
が
師
匠
か
ら
受
け
継
い
だ
技
芸
で
も
っ
て
指
導
し
て
い
る
か
ら
、
言
葉
こ
そ
違
う
が
、
指
導
者
は
演
出
家
と
し
て
の
仕
事
を

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
指
導
者
が
自
ら
を
演
出
家
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。

組
踊
の
第
一
次
認
定
保
持
者
の
立
方
は
、
民
境
名
曲
康
、
島
袋
光
裕
、
宮
城
能
造
、
親
泊
興
照
、
金
武
良
章
で
、
彼
ら
各
人
が
指
導



者
で
あ
り
、
演
出
家
で
あ
っ
た
の
だ
。
組
踊
は
能
の
よ
う
に
、
各
流
儀
の
技
芸
や
芸
風
の
伝
統
を
継
承
し
管
理
、
統
率
す
る
家
元
が
確

立
し
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
虞
境
名
曲
康
は
組
踊
を
民
境
名
由
俳
、
玉
城
盛
重
、
渡
嘉
敷
守
良
、
渡
嘉
敷
守
礼
、
富
原
盛
勇
ほ
か
数
人

か
ら
指
導
を
受
け
て
い
る
。
民
境
名
以
外
の
第
一
次
認
定
保
持
者
も
同
様
に
、
複
数
の
組
踊
演
者
か
ら
教
授
さ
れ
た
技
芸
を
修
得
し
て

上
演
を
繰
り
返
し
た
が
、
そ
れ
が
お
家
芸
と
し
て
確
立
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
彼
ら
は
そ
の
技
芸
継
承
と
公
開
(
舞
台
公
演
)

の
仕
方
を
今
度
は
後
輩
た
ち
に
伝
授
し
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
組
踊
「
二
童
敵
討
」
の
台
本
に
記
載
さ
れ
た
詞
章
と
ト
書
き
を
取
り
あ
げ
、
組
踊
の
演
出
に
つ
い
て
、
①
荒
事
「
七
目

付
」
に
至
る
前
段
の
演
出
、
②
「
戻
せ
は
や
る
ま
い
」
の
演
出
、
③
供
三
人
退
場
の
演
出
、
の
三
点
か
ら
組
踊
演
出
家
の
要
・
不
要
を

論
じ
て
み
た
い
。
な
お

「
二
蛍
敵
討
」
は
一
名
「
謎
佐
丸
敵
討
」
と
も
称
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
呼
称
の
頻
度
数
が
高
い
「
二
章
敵

討
」
を
使
用
す
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
台
本
に
よ
っ
て
、
あ
ま
お
へ
、
阿
麻
和
利
、
阿
摩
和
利
の
表
記
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
「
阿
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麻
和
利
」
に
統
一
し
た
。

て
組
踊
の
概
要

組
踊
と
は
、
せ
り
ふ
(
首
里
の
士
族
語
)
、
音
楽
(
琉
球
古
典
音
楽
)
、
舞
踊
(
琉
球
古
典
舞
踊
)
、
所
作
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る

歌
舞
劇
(
楽
劇
)
で
あ
る
。
組
踊
は
、
首
里
王
府
が
国
王
の
代
替
わ
り
ご
と
に
詔
勅
を
携
え
て
渡
来
す
る
中
国
良
帝
の
使
者
・
冊
封
使

を
歓
待
す
る
た
め
に

一
七
一
八
年
に
踊
奉
行
に
任
命
さ
れ
た
王
府
の
官
吏
・
玉
城
朝
蕪
(
一
六
八
四

1
一
七
三
四
)
が
創
作
し
、
翌

一
九
年
、
尚
敬
王
の
冊
封
儀
礼
の
際
に
初
演
さ
れ
た
。
冊
封
使
の
渡
来
は
一
四

O
四
年
に
始
ま
り
、

一
八
六
六
年
に
終
わ
っ
た
が
、
そ

の
聞
に
二
三
回
の
冊
封
儀
礼
が
行
わ
れ
た
。



朝
熊
は
「
執
心
錨
入
」

「
二
童
敵
討
(
議
佐
丸
敵
討
)
」

「
銘
苅
子
」

「
女
物
狂
」

「
孝
行
の
巻
」
を
つ
く
っ
た
。
こ
れ
ら
の
作
品

を
〈
朝
蕪
の
五
番
〉
と
称
し
て
い
る
。
演
技
者
(
立
方
)
お
よ
び
音
楽
担
当
者
(
地
謡
、
地
方
)
は
官
吏
と
そ
の
子
弟
で
、
す
べ
て
男

性
で
あ
っ
た
。

組
踊
は
初
演
の
段
階
で
冊
封
使
に
好
評
を
博
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
尚
敬
王
冊
封
以
後
の
冊
封
儀
礼
に
お
い
て
毎
回
組
踊
が
上
演
さ

れ
て
い
る
こ
と
(
創
作
者
は
お
お
か
た
踊
奉
行
)
、

一
八

0
0年
代
の
冠
船
芸
能
の
踊
番
組
が
組
踊
を
中
核
に
し
て
編
成
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
み
れ
ば
納
得
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
冠
船
芸
能
は
新
国
王
冊
封
の
際
に
供
さ
れ
る
芸
能
で
あ
り
、
ま
さ
に
琉
球
王
国
の
威
信
を

か
け
た
内
容
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
中
心
と
な
っ
た
組
踊
は
琉
球
王
国
が
誇
る
芸
能
で
あ
り
、
後
日
、
組
踊
が
〈
国
劇
〉

と
称
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

朝
燕
は
生
涯
に
お
い
て
、
薩
摩
や
江
戸
に
都
合
七
回
訪
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
能
や
狂
言
、
歌
舞
伎
な
ど
の
大
和
芸
能
を
鑑
賞
し
、
琉
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球
圏
内
で
は
中
国
戯
曲
を
鑑
賞
す
る
な
ど
し
て
造
詣
を
深
め
た
。
そ
し
て
、
琉
球
古
来
の
芸
能
や
故
事
を
基
礎
に
、
大
和
芸
能
や
中
国

戯
曲
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
組
踊
を
創
作
し
た
の
で
あ
る
。

一
六
六
六

1
七
三
年
に
王
府
の
摂
政
に
就
い
た
羽
地
朝
秀
に
よ
っ
て
布
達
さ
れ

た
文
書
集
「
羽
地
仕
置
」
に
よ
り
、
琉
球
の
官
吏
た
ち
の
教
義
と
し
て
大
和
の
諸
芸
を
学
ぶ
こ
と
が
奨
励
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

そ
の
一
つ
に
「
謡
」
を
習
得
す
る
こ
と
が
あ
り
、
結
果
と
し
て
官
吏
が
積
極
的
に
大
和
芸
能
を
鑑
賞
す
る
機
会
を
得
た
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
官
吏
た
ち
は
大
和
芸
能
の
舞
台
構
造
や
装
束
に
も
大
い
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
冠
船
芸
能
の
舞
台

に
僑
懸
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
や
、
縫
箔
や
摺
箔
を
施
し
た
豪
華
な
文
様
を
表
出
し
た
衣
裳
を
着
用
し
て
い
た
こ
と
に
う
か
が
え
る
。
【
註

② 
と
こ
ろ
で
、
朝
熊
の
組
踊
初
演
の
前
に
、
す
で
に
琉
球
に
戯
曲
が
存
在
し
、
上
演
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
家
譜
史
料
で
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

一
七
一
四
年
四
月
二
十
七
日
、
永
山
盛
寿
が
慶
賀
使
江
戸
上
り
の
餓
別
宴
で
首
里
城
南
殿
に
お
い
て
「
漢
戯
」

「
球
戯
」



を
演
じ
、
同
年
十
二
月
十
二
日
に
慶
賀
・
謝
思
の
座
楽
主
取
と
し
て
江
戸
上
り
を
し
た
朝
燕
と
永
山
ら
が
、
島
津
氏
継
豊
と
母
御
の
前

で
座
楽
、
漢
戯
、
球
戯
お
よ
び
奏
楽
を
演
じ
て
い
る
。
こ
こ
に
出
て
く
る
球
戯
は
琉
球
の
戯
曲
の
意
で
あ
り
、
朝
燕
作
の
組
踊
初
演
に

い
た
る
四
年
前
に
は
、
す
で
に
琉
球
で
戯
曲
が
演
じ
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
朝
燕
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
た
だ
、

こ
の
戯
曲
の
内
容
を
示
す
史
料
は
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
な
お
、
漢
戯
は
中
国
の
戯
曲
と
い
う
意
で
あ
る
。
家
譜
史
料
の
一
七
五

二
年
四
月
に
は
「
球
腿
」

「
漢
腿
」
の
記
述
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
琉
球
の
舞
踊
、
中
国
の
舞
踊
の
こ
と
で
あ
る
。

【
註
③
】

組
踊
の
立
方
は
舞
踊
家
で
あ
る
。
舞
踊
は
言
う
に
及
ば
ず
立
ち
居
振
る
舞
い
の
所
作
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
琉
球
古
典
舞
踊
が
基
礎
と

な
る
。
そ
の
基
礎
に
よ
っ
て
所
作
が
様
式
化
し
た
。
さ
ら
に
「
仮
名
掛
け
」
な
ど
、
せ
り
ふ
と
音
楽
に
は
約
束
ご
と
が
あ
る
。
音
楽
に

至
つ
て
は
、
そ
の
中
心
と
な
る
歌
三
線
は
前
奏
な
し
で
演
唱
す
る
こ
と
や
、
嚇
子
調
の
演
唱
を
省
略
す
る
こ
と
が
多
い
。
朝
蕪
の
五
番

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
上
演
時
間
の
半
分
以
上
を
音
楽
が
占
め
て
い
る
。
そ
こ
に
は
優
れ
た
技
芸
を
保
持
す
る
立
方
と
地
稲
が
求
め
ら
れ
る
。

組
踊
の
特
徴
と
し
て
、
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①
台
本
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

②
せ
り
ふ
の
唱
え
方
が
役
柄
や
階
級
に
よ
っ
て
違
う
こ
と
。

③
せ
り
ふ
の
声
の
高
さ
は
、
三
線
の
調
絃
と
同
じ
高
さ
を
基
本
に
し
て
い
る
。

④
組
踊
は
元
来
、
オ
ー
プ
ン
ス
テ
ー
ジ

(
張
出
舞
台
。
三
方
か
ら
鑑
賞
で
き
る
)
で
上
演
さ
れ
た
歌
舞
劇
で
あ
り
、
引
幕
や
鍛
帳

を
使
用
し
な
い
。
ま
た
、
冠
船
芸
能
の
舞
台
に
は
橋
懸
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

⑤
演
技
が
時
間
と
と
も
に
進
行
す
る
こ
と
(
過
去
の
場
面
を
演
じ
な
い
)
。

⑥
一
般
に
琉
球
古
典
音
楽
の
演
唱
に
は
、
前
奏
お
よ
び
後
奏
が
あ
る
が
、
組
踊
で
は
前
奏
お
よ
び
後
奏
な
し
で
演
唱
す
る
こ
と
が

多
い
。
ま
た
、
機
子
詞
が
省
略
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。



な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一一、
「
ニ
童
敵
討
」
に
つ
い
て

【
解
説
】

こ
の
組
踊
は
一
名
「
議
佐
丸
敵
討
」
と
も
い
う
。
作
劇
に
あ
た
っ
て
「
護
佐
丸
・
阿
麻
和
利
の
変
」

(
一
四
五
八
年
)
を
扱
っ
て
い

る
。
仇
討
物
。

一
七
一
九
年
の
尚
敬
玉
冊
封
の
と
き
、
重
陽
宴
で
初
演
。
同
冊
封
儀
礼
の
際
に
冊
封
副
使
で
あ
っ
た
徐
楳
光
が
著
し
た

『
中
山
伝
信
録
』
に
は
、

「
二
童
敵
討
」
の
こ
と
を
「
鶴
亀
二
児
復
父
仇
故
事
」
と
書
き
記
し
て
い
る
。

【
あ
ら
す
じ
】

あ
ま
お
へ

(
阿
麻
和
利
)
が
〈
大
主
手
事
〉
で
登
場
す
る
。
阿
麻
和
利
は
「
自
分
が
天
下
を
と
る
た
め
に
、
邪
魔
者
で
あ
っ
た
護
佐
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丸
を
亡
き
者
に
し
よ
う
と
王
府
に
識
言
し
て
攻
め
滅
ぼ
し
た
。
近
々
王
府
も
滅
ぼ
そ
う
と
企
ん
で
い
る
」
と
、
天
下
掌
握
の
野
心
を
唱

え
る
。
阿
麻
和
利
は
供
三
人
を
呼
び
出
し
て
、
き
ょ
う
の
吉
日
に
野
遊
び
に
出
掛
け
よ
う
と
準
備
を
言
い
付
け
る
。

落
城
の
際
に
城
を
落
ち
の
び
た
護
佐
丸
の
遺
児
の
鶴
松
と
亀
千
代
(
二
童
)
が
〈
す
き
節
〉
で
登
場
す
る
。
二
章
は
成
長
し
て
、
父

親
の
仇
で
あ
る
阿
麻
和
利
を
討
つ
べ
く
機
会
を
ね
ら
っ
て
い
る
。
阿
麻
和
利
が
野
遊
び
を
す
る
と
聞
い
た
こ
童
は
、
父
の
仇
を
討
つ
機

会
が
訪
れ
た
と
意
を
決
す
る
。
二
童
の
母
親
が
〈
仲
村
渠
節
〉
で
登
場
。
二
章
は
母
親
か
ら
仇
討
ち
の
許
し
を
得
て
、
父
親
が
愛
用
し

て
い
た
守
り
刀
(
短
万
)
を
母
親
か
ら
受
け
取
っ
て
、
母
子
は
別
れ
る
〈
散
山
節
〉

〈
伊
野
波
節
〉
。

阿
麻
和
利
が
野
遊
び
の
た
め
に
、
供
三
人
と
き
ゃ
う
ち
ゃ
こ
持
を
連
れ
て
登
場
す
る
。
阿
麻
和
利
一
行
が
酒
盛
り
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
に
、
二
童
は
守
り
刀
を
懐
に
忍
ば
せ
、
踊
り
子
に
身
を
や
っ
し
て
〈
池
武
当
節
〉
で
登
場
し
て
阿
麻
和
利
に
近
付
く
。
二
重
は
阿
麻



和
利
に
所
望
さ
れ
て
踊
っ
た
り
〈
は
べ
ら
節
〉
、
酒
の
酌
を
し
て
阿
麻
和
利
を
酔
わ
せ
る
。
阿
麻
和
利
は
二
童
に
褒
美
と
し
て
鶴
松
に

団
扇
と
太
万
を
、
亀
千
代
に
着
用
し
て
い
る
椴
子
衣
裳
陣
羽
織
を
与
え
る
。
丸
腰
に
な
っ
た
阿
麻
和
利
は
〈
津
堅
節
〉
で
二
童
と
一
緒

に
踊
る
。
踊
っ
て
い
る
隙
を
伺
い
二
童
は
首
尾
よ
く
父
親
の
仇
を
討
つ
。
二
章
は
〈
や
れ
こ
の
し
い
節
〉
で
踊
る
よ
う
な
気
持
ち
で
帰

る
【
登
場
人
物
】

あ
ま
お
へ

(
阿
麻
和
利
)
、
供
(
こ
、
供
(
二
)
、
供
(
三
)
、
鶴
松
、
亀
千
代
、
母
、
き
ゃ
う
ち
ゃ
こ
持
。

《
物
語
の
は
じ
ま
り
》

あ
ま
お
へ

(
阿
麻
和
利
)
が
議
佐
丸
を
討
つ
。

《
物
語
の
結
末
》

議
佐
丸
の
遺
児
で
あ
る
鶴
松
、
亀
千
代
が
阿
麻
和
利
を
討
つ
。
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【
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【
み
ど
こ
ろ
】

冒
頭
の
場
面
で
、
天
下
を
欲
し
い
ま
ま
に
し
て
い
る
阿
麻
和
利
は
、
そ
の
威
厳
を
〈
七
回
付
(
ナ
ナ
ミ
ヂ
チ
)
〉
と
い
う
荒
事
で
見

得
を
き
っ
て
表
現
す
る
。
こ
の
よ
う
に
前
半
で
は
豪
快
な
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
阿
麻
和
利
が
、
後
半
で
は
酒
に
酔
っ
て
し
ま
っ

て
太
万
や
着
物
を
二
章
に
与
え
、
丸
腰
に
な
っ
て
自
堕
落
し
て
二
童
に
討
た
れ
る
と
い
う
阿
麻
和
利
の
人
物
像
の
描
き
方
に
注
目
し
た

し、。
最
後
の
場
面
で
、
鶴
松
と
亀
千
代
の
二
童
が
、
踊
り
な
が
ら
阿
麻
和
利
を
追
い
詰
め
て
い
く
と
こ
ろ
も
み
ど
こ
ろ
で
あ
る
。

一
、
「
二
童
敵
討
」
の
演
出

(
一
)
荒
事
「
七
目
付
」
に
至
る
前
段
の
演
出
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「
二
童
敵
討
」
の
台
本
と
し
て
、

一
八
三
八
年
の
成
年
の
御
冠
船
踊
の
台
本
を
お
さ
め
た
伊
波
普
猷
著
『
校
註
琉
球
戯
曲
集
』

九
二
九
・
昭
和
四
年
十
月
発
行
)
所
収
の
台
本
(
以
下
、

「
伊
波
本
」
と
い
う
。
)
と
、

一
九
一

O
(明
治
四
三
)
年
五
月
十
日
・
十

一
日
の
二
日
間
、
上
・
下
で
琉
球
新
報
に
掲
載
さ
れ
た
一
八
六
六
年
の
寅
年
の
御
冠
船
踊
の
台
本
(
以
下
、

「
貨
の
御
冠
船
本
」
と
い

う
)
が
あ
る
。
外
題
は
、
成
の
御
冠
船
本
に
は
「
護
佐
丸
敵
討
」
と
あ
り
、
寅
の
御
冠
船
本
に
は
「
護
佐
丸
敵
討
(
一
名
、
二
重
敵
討
)
」

と
あ
る
。

『
校
註
琉
球
戯
曲
集
』
は
、
成
の
御
冠
船
踊
の
踊
番
組
を
中
心
に
十
一
番
の
組
踊
台
本
を
掲
載
し
て
い
る
。
十
一
番
の
う
ち
、

「手

水
の
縁
」
を
除
く
十
番
の
組
踊
に
は
「
人
物
と
配
役
」

「
着
付
」
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。

「
着
付
」
が
記
さ
れ
て
い
る
組
踊
台

本
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
の
点
か
ら
も
同
書
は
貴
重
で
あ
り
、
組
踊
演
者
お
よ
び
研
究
者
に
も
っ
と
も
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る
台
本
で



あ
る
。寅

の
御
冠
船
本
の
原
稿
執
筆
者
は
、

「
磁
の
鴬
」
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
あ
る
。

「
議
佐
丸
敵
討
」
の
台
本
が
琉
球
新
報
に
掲
載
さ

れ
た
前
後
に
、

「
蔽
の
鱒
」
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
「
手
水
の
縁
」

「
花
売
の
縁
(
一
名
、
森
川
の
子
)
」

「
忠
臣
謹
佐
丸
」

「
巡
見
之
官
」

の
台
本
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

【
註
④
】

両
台
本
に
は
詞
章
の
異
同
が
七
か
所
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
本
稿
に
必
要
な
冒
頭
の
阿
麻
和
利
の
名
乗
り
の
場
面
で
、
荒
事
「
七
日
付
」

に
至
る
前
段
の
演
出
【
調
章
1

・
2

・
3
】
と
、
後
半
の
仇
討
ち
の
場
面
の
「
戻
せ
は
や
る
ま
い
」

の
演
出
お
よ
び
、
供
三
人
退
場
の

演
出
【
詞
章
4
・
5
・6
】
の
二
か
所
の
み
を
取
り
あ
げ
る
。
な
お
、
転
載
に
あ
た
っ
て
、
明
ら
か
に
誤
植
だ
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
〔

で
訂
正
し
た
。

【
調
章
1
】
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「
伊
波
本
」

「
寅
の
御
冠
船
本
」

あ
ま
お
へ
詞

織
懸
よ
り
出
る

阿
摩

〈
前
略
〉

我ゎ此ふ首kあ
自t 天;里" ~ 
由ゅ の 減j:に

L 下i〔〈玄
訟で壁、
で

亡r
lま
す
ば

我tJ 此二首iア
自仁の里り〉

由ゅ天;城-fJ
しの 畳
ち島下与減注草ゃ
遊19Jせや
で にば



今11 今げ那
日・5・日ふ鞘
明古明存い
るるく
jtt~ 廿三さ
日11' 日4す

ら

-
ヲ
主
主
〈
ら

浮
世
暮
さ
。

み
ら
ぷ
は

道
陣
り
し
ゅ
た
る
、

ご

さ

ま

る

あ

ち

議
佐
丸
の
按
司
も
。

グ
2
9
の
ほ

首
竪
城
登
て
、

い

ろ

い

な

色
々
に
言
倣
ち
、

ζ
・

フ

づ

め

い

議
言
を
入
れ
て
。

を
も

-z-ナ
マ

思
ふ
た
事
今
や
、

d
-

恒
d
t
a駒
場

A
W
-
-
e
勺

謎
佐
丸
も
殺
ち
。

な
し
グ
ワ
か
り
す

産
子
苅
捨
て
ヘ

ス

ゲ

グ

ワ

か

ず

生
子
苅
り
捨
て
〉
。

き
も
ぎ
は

肝
障
り
な
ら
ぬ
〔
な
い
ら
ぬ
〕
、

み
ら
ぎ
は

道
陣
り
な
ら
ぬ
〔
な
い
ら
ぬ
〕
。

よ

ひ

・

4
4

善
か
る
日
撰
ら
で
、

主

ひ

え

優
さ
る
日
撰
ら
で
。

い

く

さ

ず

首
里
合
戦
為
ら
に
、

那
覇
合
戦
す
ら
に
。

け
・
0

あ

は

つ

今
日
明
け
る
二
十
日
、

今
日
明
け
る
三
十
日
。
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|嘩?世よ

し廿〈

?言ら
t=. 。
る

4

・
ゐ
ぜ
ゅ
よ
丸
山

v
-
-
'
o

郡
佐
丸
も
殺
ち
、

な
し
刊
靴
蜘
て
〉
、

す
で
刊
掛
川
恥
て
へ

き

む

ざ

は

な

い

肝
障
り
無
ら
ぬ
、

み

ら

芯

は

必

い

道
陣
り
無
ら
ぬ
。

ひ
よ
り

よ
か
る
日
撰
ら
で
、

ひ
え
ら

ま
さ
る
日
撰
ゑ
ら
で
、

し
ゅ
町
い
〈
さ

首
里
軍
す
ら
に
、



まよ
さか
るる
日ひ日ひ
撰t撰t
やや

とと

優t 善よ
さか
るる
日ひ日ひ
やや

とと

〈
中
略
〉

伊
波
本
と
寅
の
御
冠
船
本
の
あ
ま
お
へ
(
阿
麻
和
利
)
の
名
乗
り
の
詞
章
で
あ
る
。
両
者
を
校
異
す
る
と
、

「
護
佐
丸
の
按
司
も

首

里
城
登
て

色
々
に
言
倣
ち

議
言
を
入
れ
て

思
ふ
た
事
今
や
」

(
ル
ピ
お
よ
び
句
読
点
省
略
)
が
寅
の
御
冠
船
本
に
は
あ
る
が
、

成
の
御
冠
船
本
に
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
詞
章
を
唱
え
な
が
ら
阿
麻
和
利
は
、
大
団
扇
を
右
手
に
持
っ
て
振
り
回
し
て

斜
め
に
下
腹
へ
斬
り
込
む
所
作
で
強
者
と
し
て
の
演
技
を
す
る
[
第
一
弾
]
。
さ
ら
に
、
阿
麻
和
利
は
そ
の
後
の
詞
章
「
よ
か
る
日
撰

ら
で
(
善
か
る
日
撰
ら
で
)

ま
さ
る
日
撰
ゑ
ら
で
(
優
さ
る
日
撰
ら
で
)

首
型
車
す
ら
に
(
首
里
合
戦
為
ら
に
)

那
覇
い
く
さ

-76-

す
ら
に
(
那
覇
合
戦
す
ら
に
)
」
を
唱
え
な
が
ら
、
強
者
と
し
て
の
威
厳
を
〈
七
目
付
〉
と
称
す
る
荒
事
で
表
現
す
る
の
で
あ
る
[
第

二
弾
]
。

現
在
、
伝
統
組
踊
保
存
会
が
使
用
し
て
い
る
「
二
童
敵
討
」
の
台
本
は
、

『
組
踊
五
番
』

(
民
境
名
由
康
講
述
・
中
今
信
記
録
。
以

下、

「
民
境
名
本
」
と
い
う
。
)
で
あ
る
。

【
註
⑤
】
民
境
名
本
の
阿
麻
和
利
の
詞
章
は
【
詞
章
1
】
寅
の
御
冠
船
本
と
同
じ
で
あ
る
。

こ
の
詞
章
の
み
で
判
断
す
る
と
、
現
行
の
伝
統
組
踊
保
存
会
の
詞
章
と
そ
れ
に
伴
う
演
技
は
、
寅
の
御
冠
船
本
を
継
承
し
て
い
る
、
と

い
う
こ
と
が
い
え
る
。
民
境
名
本
に
は
、
詞
章
(
異
境
名
本
に
は
「
せ
り
ふ
」
と
あ
る
)
に
伴
う
ト
書
き
(
民
境
名
本
に
は
「
と
が
き
」

と
あ
る
)
が
あ
る
。
ト
書
き
に
は
演
技
の
こ
と
、
地
認
の
演
唱
方
法
の
こ
と
等
々
が
記
述
さ
れ
て
い
て
、
演
者
や
地
謡
の
稽
古
に
重
宝

が
ら
れ
て
い
る
。

民
境
名
本
全
体
は
伊
波
本
に
拠
っ
た
表
記
を
し
て
い
て
、
例
え
ば
、
寅
の
御
冠
船
本
に
あ
る
「
議
佐
丸
の
按
司
も

首
里
城
登
て



色
々
に
言
倣
ち

識
言
を
入
れ
て

思
た
こ
と
今
や
」
と
し
て
い
る
。
読
み
方
は
両
本
と
も
同
じ
で
あ
る
。

思
ふ
た
事
今
や
」

の
表
記
を
「
護
佐
丸
の
按
司
も
、
首
里
城
登
て

い
ろ
い
ろ
に
言
ひ
な
ち

う
ず
み
よ
い
っ
て

以
下
に
民
境
名
本
に
記
さ
れ
て
い
る
詞
章
お
よ
び
ト
書
き
を
み
て
み
よ
う
。
演
技
が
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
、
右
の
詞
章
の
前
後
に

一
句
ず
つ
加
え
る
こ
と
に
す
る
。
詞
章
に
付
し
た
番
号
と
ト
書
き
の
番
号
は
一
致
す
る
。
な
お
、
①
は
民
境
名
本
で
は
③
に
相
当
す
る
。

り
し
て
お
く
。

本
稿
で
は
必
要
な
簡
所
を
抜
き
出
し
て
お
り
、
分
か
り
ゃ
す
る
た
め
の
措
置
で
あ
る
た
め
に
原
本
と
番
号
が
ず
れ
て
い
る
こ
と
を
お
断

【
詞
章
2

】[
詞
章
]

〈
前
略
〉

あ
ま
お
へ

①
道
陣
し
ゅ
た
る

議
佐
丸
の
按
司
も
、

②
首
里
城
登
て

い
ろ
い
ろ
に
言
ひ
な
ち

か
う
ず
み
よ
い
っ
て
、

③
思
た
こ
と
今
や

④
護
佐
丸
も
⑤
殺
ち
、

[
ト
書
き
]

①
テ
ン
ポ
を
や
や
早
く
。

②
布
足
か
ら
か
る
く
一
歩
ふ
み
出
し
て
八
文
字
に
立
ち
な
が
ら
、
一
段
と
声
を
は
げ
ま
し
て
一
息
に
唱
え
る
c

③
急
テ
ン
ポ
の
鋭
い
口
測
で
。

@
左
足
と
右
手
を
あ
げ
、
足
を
お
ろ
す
と
同
時
に
、
右
手
の
大
団
関
を
ふ
り
ま
わ
し
て
、
斜
め
に
下
限
へ
斬
り
こ
く
所
作
。
瞬
間
.
頭
を
ガ
ツ
ク

リ
前
に
た
れ
る
。

⑤
す
ば
や
く
、
簡
を
正
面
に
か
え
す
e

あ
ご
を
い
く
ら
か
前
方
に
つ
き
出
し
、
ロ
は
半
開
き
、
目
を
む
き
出
し
て
き
ま
る
。
つ
ぎ
の
『
ヒ
日
付
」

と
と
も
に
、
有
名
な
型
の
一
つ
で
あ
る
。

7J:" 
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〈
後
略
〉

【
調
章
2
】
の
詞
章
と
ト
書
き
を
み
る
と
、
強
者
と
し
て
の
阿
麻
和
利
の
唱
え
と
演
技
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
引
き
続
き
、
纏
め

つ
け
の
七
回
付
の
唱
え
と
演
技
が
続
く
。
調
章
と
ト
書
き
の
番
号
も
連
続
す
る
。

【
詞
章
3
】[

調
常
]

[
ト
書
き
]

〈
前
略
〉

あ
ま
お
へ

⑥
な
し
子
苅
捨
て
〉

@
左
足
か
ら
か
る
く
一
渉
出
て
な
ら
な
お
っ
て
か
ら
、
大
ら
か
な
絢
子
で
唱
え
る
。
【
右
手
は
、
右
足
を
ふ
み
出
す
と
同
時
に
斜
お
上
に
あ
て
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て
か
ら
、
斜
お
下
へ
お
ろ
す
。

す
で
子
苅
捨
て
〉
、

①
徐
却
に
テ
ン
ポ
を
巡
め
て
刑
え
る
。

肝
陣
り
無
ら
ぬ

@
『
七
日
付
』
の
第
一
型
@
強
く
お
っ
か
ぶ
せ
る
よ
う
に
『
首
刑
と
と
い
い
な
が
ら
、

-
V

仰
叩
躍
を
官
問
く
似
る
よ
う
に
あ
げ
‘
お
ろ
し
て
か
が
め
る

道
陣
り
無
ら
ぬ
。

と
と
も
に
、
あ
げ
、
在
足
を
怠
に
聞
き
、
右
手
の
大
回
隔
を
右
上
に
高
く
空
中
に
弧
を
え
が
く
よ
う
に
し
て
、
腕
を
ぱ
っ
と
蜘
げ
‘
大
問
問

⑦
よ
か
る
日
撰
ゑ
ら
で

を
胸
の
品
川
に
も
っ
て
く
る
。
左
手
は
太
刀
に
か
け
、
ぐ
っ
と
ひ
ね
っ
て
左
下
方
へ
強
く
っ
き
出
し
‘
瞬
間
、
税
を
怠
へ
傾
け
、
あ
ご
を
胸
元

ま
さ
る
日
撰
ゑ
ら
で
、

に
探
く
組
め
る
よ
う
に
し
、
聞
は
右
足
下
に
か
け
る
。
(
以
上
を
.
一
挙
動
で
。
)

③
首
里
⑨
軍
⑮
す
ら
に
、

@
『
七
日
付
」
の
第
二
劉
。

『
淑
』
の
せ
り
ふ
と
と
も
に
、
而
を
ひ
ね
っ
て
在
方
へ
ま
わ
し
‘
に
ら
む
@

⑪
那
覇
⑫
軍
⑬
す
ら
@
に
。

⑩
『
ヒ
日
付
」
の
第
三
組
。
せ
り
ふ
と
と
も
に
、
あ
ご
を
斜
左
前
方
へ
っ
き
出
し
、
目
を
み
は
る
。



⑬
今
日
明
る
廿
日

⑪
「
ヒ
日
付
」
の
第
四
裂
。
こ
れ
か
ら
前
の
三
つ
の
型
の
、
う
ら
の
所
作
を
や
る
。
左
足
を
向
く
踊
る
よ
う
に
あ
げ
、
お
ろ
し
て
か
が
め
る
と

今
日
明
る
品
川
目
、

同
時
に
布
足
を
右
方
に
ひ
ら
く
。
左
手
は
太
刀
を
つ
か
ん
だ
ま
ま
内
側
に
ひ
き
し
ぼ
る
よ
う
に
し
て
、
ぐ
っ
と
あ
げ
る
。
右
手
は
大
団
関
を

か
え
し
て
、
の
ば
し
た
右
足
の
前
方
、
常
を
か
え
ナ
よ
う
に
し
て
持
つ
。
顕
は
右
に
ま
げ
、
而
は
左
足
下
に
か
け
る
n

⑫
「
七
目
付
」
の
第
五
到
。
箇
を
右
方
へ
ひ
ね
る
よ
う
に
し
て
淘
し
、
に
ら
む
。

⑬
『
七
目
付
」
の
第
六
型
。
面
を
斜
右
前
方
へ
か
け
、
あ
ご
を
つ
き
出
し
、
目
を
み
は
る
c

⑬
『
じ
日
付
」
の
第
じ
型
。
面
を
直
面
に
か
え
し
て
、
に
ら
む
r

〈
波
〉
波
口
本
に
上
る
と
、
「
・
ず
ら
に
」
で
第
六
型
を
終
り
、
そ
の
後
直
ち
に

而
を
正
面
に
か
え
ず
の
を
第
じ
型
と
し
て
い
る
わ

⑮
右
足
か
ら
か
る
く
一
歩
出
て
悠
噌
と
唱
え
る
。
右
手
は
、
右
足
を
出
す
と
き
斜
右
上
に
あ
て
て
か
ら
お
ろ
し
、
左
・
手
は
、
刀
を
腰
に
さ
し
こ

ん
で
か
ら
‘
袖
口
を
と
っ
て
、
斜
左
前
下
に
お
ろ
す
。
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〈
後
略
〉

髪
飾
り
と
し
て
「
金
入
錦
の
入
道
頭
巾
向
に
金
磨
之
龍
角
」
を
飾
り
、

「
鍛
子
衣
裳
羅
陣
羽
織
」

着
用
し
た
阿
麻
和
利
の
唱
え
は
、
腹
の
底
か
ら
し
ぼ
り
だ
す
よ
う
な
凄
味
の
あ
る
底
W
切
で
あ
る
。
そ
の
唱
え
で
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
技

を
一
気
に
演
じ
て
し
ま
う
。
身
体
技
法
と
せ
り
ふ
術
を
合
体
さ
せ
た
、
ま
さ
に
強
者
と
し
て
の
威
厳
を
表
出
す
る
荒
事
・
七
目
付
で
あ

【
註
⑥
】
と
い
う
豪
華
な
衣
装
を

る

【
調
章
3
】
で
み
る
阿
麻
和
利
の

「
道
陣
し
ゅ
た
る
」
か
ら
「
首
里
軍
す
ら
に
、
那
覇
軍
す
ら
に
。
」
ま
で
の
底
吟
の
唱
え
と
七
目

付
と
い
う
荒
事
の
演
技
の
手
法
に
は
連
続
性
が
あ
り
、
強
者
で
威
厳
の
あ
る
者
と
し
て
の
存
在
感
を
強
烈
に
印
象
づ
け
る
、
実
に
見
事

な
演
出
で
あ
る
と
い
え
る
。



-、一一、同国，
コ
戻
せ
は
や
る
ま
い
」

の
演
出

コ
戻
せ
は
や
る
ま
い
」

の
詞
章
は
物
語
の
結
末
部
分
、

つ
ま
り
、
酔
っ
て
丸
腰
に
な
っ
た
阿
麻
和
利
が
〈
津
堅
節
〉

で
二
童
と
一
緒

に
踊
る
が
、
二
童
に
首
尾
良
く
仇
を
討
た
れ
る
場
面
に
出
て
く
る
。

本
で
は
コ
戻
せ
除
勧
る
ま
い
」
で
あ
る
。
渡
嘉
敷
守
良
の
「
組
踊
の
型
」
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
童
敵
討
で
は
コ
民
セ
パ
マ
ル
マ
イ
」

と
表
記
さ
れ
て
い
る
(
以
下
、
「
渡
嘉
敷
本
」
と
い
う
)
。
【
註
⑦
】

コ
戻
せ
は
や
る
ま
い
」
は
伊
波
本
の
表
記
で
あ
り
、
寅
の
御
冠
船

【
詞
章
4
】「

伊
波
本
」

「
寅
の
御
冠
船
本
」
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〈
前
略
〉

歌

津
堅
ぶ
し

鶴
松
亀
千
代
唱
へ
、

歌
(
津
堅
ぶ
し
)

是
よ
り
地
人
数

勝士戻P
連fせ
ぴ〉は;
按ぁや
司じる
やま

人2ただ
にけん
替だほじ
てどゆ
。もと

姿;ま
れ
る

ゲ

ン

ジ

ュ

ト

ユ

流
石
、
轟
ま
れ
る

勝
連
の
按
司
や

丈
程
も
姿

ひ
と
に
蕊
て



鶴
あ知雄ご松
まつ佐a調
おた丸3
へかの
逃Z 。す
すで
ま子5

附
倣
耐
川
之
時
都
市
大
つ
ゾ
み
大
破
小
般
に
て
拍
子
有
る
・

鶴亀
松夢~: tn親ギ寝ね朝2千
詞が取とのてタゅ代

やた敵Eもさ調
たるか忘字も
らこたれ
。ときら
やぬ

か
た
き
討
ち
と
た
る

踊
な
が
ら
‘
亀
千
代
は
阿
政
和
利
に
飛
び
か
か
ら
ん
と
す
る
を
鶴
訟
は

鶴
松戻

せ

繰
島
町
る
ま
い

と
制
止
し
、
左
あ
ら
ぬ
体
に
を
ど
り
な
が
ら
.
全
く
乱
酔
せ
る
何
摩
和
利
の
油
断
を
見
す
ま
し
、
隠
し
持
っ
た
る
短
剣
取

る
よ
り
尽
く
、
獅
子
奮
迅
の
勢
に
て
兄
弟
抜
き
巡
れ
て
斬
っ
て
か
与
る

鶴
松

書

ま

る

ス

デ

グ

リ

謹
佐
丸
の
生
産
子

知
っ
た
か

ア

v

ウ

イ

阿
摩
和
利
・
・
・
・
逃
が
す
ま
い
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と
酬
明
物
入
り
の
拍
子
に
て
、
見
事
に
阿
限
拘
利
を
肘
取
る
ζ
と
立
し
く
あ
り
て

鶴亀
松夢2討Z親ギ寝ね朝2千

が止とのてタゅ代
やめ敵5もさ
ゆるか忘字も
ら事2たれ

や きら
。ぬ

う
ち
と

か
た
き
討
留
め
る



ie， 
千躍 主刀主や知L 過Eけ
代 て h なあゆしふ
詞戻b孟さ亀ら父の

ら dTや千と親賂ょ
う :;i;お代恩的もし
や 古書 、ぱ さ

。〈。や

亀
千踊Z刀色、ヤ知L 過3今
代て h なアゆし日

戻hT昌也ら父?の
らー停千と親主嬉ii
う同』お代恩ぬもし
ゃ Tさ。は、さ
り。や

た
う
た
う

タ
ウ
タ
ウ

を
h
z
b
H
F
E

限
て
一
民
ら
う
や
。

を

ど

も

ど

踊
て
一
民
ら
う
や
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〈
後
略
〉

続
け
て
、
民
境
名
本
に
記
述
さ
れ
て
い
る
調
章
と
ト
書
き
を
み
て
み
よ
う
。
調
章
に
付
す
番
号
は
便
宜
上
①
か
ら
始
め
る
こ
と
に
す

る
。
詞
章
と
ト
書
き
の
番
号
は
一
致
す
る
。
な
お
、
供
三
人
が
退
場
す
る
演
出
も
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
。

【
詞
章
5

】

(
民
境
名
本
)

[
調
章
]

[
ト
書
き
]

〈
前
略
〉

歌

津
竪
ぶ
し
①

鶴
怯
亀
千
代
唱
へ
母

①
供
三
が
陛
に
も
ど
る
の
を
合
図
に
普
始
。



よ
り
地
人
数
、

②
(
戻
せ
は
や
る
ま
い
。
)

勝
連
の
③
按
司
や

だ
ん
じ
ゅ
と
よ
ま
れ
る
、

た
け
ほ
ど
も
@
姿

人
に
替
て
。

鶴
松
詞
⑤

諮
佐
丸
の
す
で
子

知
っ
た
か
。
@

⑦
あ
ま
お
へ
逃
す
ま
い
。
③

附
敵
討
之
時
都
而
大
つ
t
み
大
鼓
小
鼓
に
て

始
予
宥
る
@

亀
千
代
詞
@

朝
夕
さ
も

寝
て
も
忘
れ
ら
ぬ

窃
ニ
窓
‘
き
っ
と
立
上
り
な
が
ら
、
覚
悟
の
ほ
ど
を
語
り
あ
う
。
三
仮
名
が
け
で
管
曲
。

@
『
彼
司
や
」
の
『
司
』
か
ら
‘
あ
ま
お
で
ブ
ラ
フ
ラ
と
立
上
り
、
担
軽
く
保
っ
た
両
手
の
恭
を
、
ニ
蛍
を
業
ね
て
舗
の
前
で
上
下
に
動
か
し

蹴
る
。
供
ら
‘
一
人
一
人
立
上
り
、
千
鳥
足
で
附
り
な
が
ら
‘
備
懸
に
は
い
る
。
き
ゃ
う
ち
ゃ
こ
持
、
供
ら
に
業
ぎ
れ
て
い
っ
し
ー
に
は
い

る
。
ニ
託
、
め
ま
お
へ
を
か
こ
む
よ
う
に
し
て
‘
愉
懸
の
方
で
お
ま
わ
り
を
し
な
が
ら
踊
る
。

@
あ
ま
お
向
、
躍
に
む
か
い
、
二
重
に
背
を
む
け
る
。
亀
千
代
、
刀
に
手
を
か
け
て
斬
り
か
か
ろ
う
と
す
る
。
鶴
訟
、
サ
ツ
と
草
?
を
ひ
ろ
げ
て

こ
れ
を
と
め
る
。
あ
ま
お
で
こ
震
の
方
へ
向
く
。
ニ
窓
‘
さ
あ
ら
ぬ
体
で
踊
り
鋭
け
る
。

⑤
欧
の
『
人
に
替
て
』
の
『
静
』
で
‘
決
然
と
刀
に
手
を
か
け
て
、
一
気
に
云
う
。
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@
刀
を
ぬ
き
、
右
足
を
ひ
き
、
刀
は
お
斜
上
に
か
ま
え
る
。

⑦
あ
ま
お
で
お
ど
ろ
い
て
ふ
り
か
え
り
、
随
を
か
え
し
て
逃
げ
よ
う
と
す
る
の
に
お
っ
か
ぶ
せ
て
『
あ
ま
お
ご
と
、
左
足
を
ふ
み
な
ら
し

て
い
・
ヲ
。

@
あ
ま
お
で
怖
感
へ
に
げ
で
は
い
る
。
ニ
虫
、
飢
闘
を
お
っ
て
‘
は
い
る
。
三
味
線
・
太
鼓
・
大
太
般
・
銅
mmそ
の
他
の
鳴
り
物
を
う
ち
な
ら

し
て
、
郁
を
ゆ
る
が
せ
、
幕
内
で
敵
肘
の
様
子
を
つ
た
え
る
。

@
脅
が
や
ん
で
か
ら
.
二
議
‘
抜
き
身
の
刀
を
さ
げ
て
機
懸
か
ら
出
、

E
而
期
間
に
な
ら
ん
で
立
つ
。
は
ず
む
息
を
お
さ
え
て
、
唱
え
る
。



親
の
敵
か
た
き

討
取
た
る
こ
と
や

夢
が
や
た
ら
。

鶴
松
詞

か
た
き
討
ち
と
た
る

け
ふ
の
嬉
し
さ
や

過
し
父
親
も

知
ゆ
ら
と
思
ぱ
。

ゃ
あ
亀
千
代
、

刀
や
輸
に
納
め
、
⑩

躍
て
戻
ら
う
や
。

亀
千
代
調

た
う
た
う

蹴
て
一
腐
ら
う
や
。
⑪

〈
後
略
〉

⑩
二
軍
.
い
っ
し
ょ
に
刀
を
桁
に
お
さ
め
る
。
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⑪
二
賞
、
術
に
さ
し
で
あ
っ
た
二
本
の
扇
子
を
聞
き
{
左
の
周
子
か
ら
ひ
ら
く
}
、
制
り
の
か
ま
え
。

コ
民
せ
は
や
る
ま
い
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
こ
と
お
り
の
演
出
が
あ
る
。

(
ア
)
伊
波
本
と
民
境
名
本
の
演
出



「
戻
せ
は
や
る
ま
い
」
を
伊
波
本
で
は
「
む
ど
う
し

わ

や
る
ま
い
」
と
読
ん
で
い
る
。

二
童
が
立
ち
上
が
っ
て
コ
戻
せ
は
や
る
ま
い
」
と
唱
え
る
と
同
時
に
津
墜
節
が
演
唱
さ
れ
る
。
伊
波
本
は
【
詞
章
4
】
で
み
る
よ
う

に
、
津
堅
ぶ
し
の
下
に
「
鶴
松
亀
千
代
唱
へ
、
是
よ
り
地
人
数
」
と
ト
書
き
が
あ
る
。
鶴
松
と
亀
千
代
が
「
戻
せ
は
や
る
ま
い
」
と
唱

え
て
か
ら
音
曲
が
始
ま
る
演
出
だ
と
解
釈
で
き
る
。

【
調
章
5
】
の
民
境
名
本
も
「
一
一
童
、
き
っ
と
立
上
り
な
が
ら
、
覚
悟
の
ほ
ど
を

語
り
あ
う
。
三
仮
名
が
け
で
音
曲
」
と
あ
る
。
二
童
、
が
「
戻
せ
は
や
る
ま
い
」
と
唱
え
て
か
ら
音
曲
が
始
ま
る
と
い
う
演
出
で
あ
る
。

三
仮
名
が
け
と
は
、
せ
り
ふ
「
戻
せ
は
や
る
ま
い
」
の
最
後
の
三
音
目
「
る
」
に
掛
け
て
演
唱
し
出
す
意
で
あ
る
。
伝
統
組
踊
保
存
会

は
民
境
名
本
の
演
出
を
と
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
伊
波
本
の
「
戻
せ
は
や
る
ま
い
」

の
頭
注
に
「
三
味
線
の
調
べ
に
つ
れ
て
、
私
〔
秘
〕
か
に
語
合
ふ
。
還
し
て
は
や
る

ま
い
の
義
。
」
と
あ
り
、
三
線
の
演
唱
と
と
も
に
コ
民
せ
は
や
る
ま
い
」
を
唱
え
る
と
い
う
演
出
に
な
る
。
こ
れ
は
、
次
の
(
イ
)
寅

の
御
冠
船
本
と
渡
嘉
敷
本
と
同
じ
演
出
に
な
り
、
伊
波
本
に
は
こ
と
お
り
の
解
釈
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
『
校
注
琉
球
戯
曲
集
』

国 85-

で
は
、
頭
注
に
「
異
本
、
」
と
あ
っ
て
、
他
の
台
本
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
意
味
の
こ
と
を
書
く
こ
と
が
あ

る
が
、

コ
戻
せ
は
や
る
ま
い
」
の
頭
注
に
は
「
異
本
、
」

の
表
記
が
な
い
。

(
イ
)
寅
の
御
冠
船
木
と
渡
嘉
敷
本
の
演
出

コ
戻
せ
は
や
る
ま
い
」
を
寅
の
御
冠
船
本
で
は
「
も
ど
せ

は
や
る
ま
い
」
と
読
み
、
渡
嘉
敷
本
で
は
コ
戻
セ
パ
マ
ル
マ
イ
」
と
読

ん
で
い
る
(
パ
マ
は
ハ
ヤ
の
誤
り
か
)
。

こ
こ
で
は
、
二
童
が
津
竪
節
で
踊
っ
て
い
る
途
中
で
コ
戻
せ
は
や
る
ま
い
」
を
唱
え
る
と
い
う
演
出
で
あ
る
。

操は【
急、ゃ詞
る章
ま 4

」の

と寅
言の

御
冠
船
本
で
は
、
二
童
が
踊
り
な
が
ら
、
亀
千
代
が
阿
麻
和
利
に
斬
り
か
か
ろ
う
と
す
る
の
を
鶴
松
が
コ
戻
せ



っ
て
亀
千
代
を
制
す
る
。
二
童
は
そ
し
ら
ぬ
様
子
で
踊
り
な
が
ら
、
乱
酔
の
阿
麻
和
利
が
油
断
し
た
隙
を
う
か
が
い
、
懐
剣
を
取
り
出

し
て
獅
子
奮
迅
の
勢
い
で
阿
麻
和
利
を
斬
る
、
と
い
う
演
出
で
あ
る
。

【
調
講
6

】

(
渡
嘉
敷
本
)

[
調
章
〕

[
ト
書
き
〕

津
監
節

勝
述
ノ
按
司
ヤ

ダ
レ

〔
ン
]
ジ
ユ
ト
ユ
マ
レ
ル

タ
ケ
ホ
ド
モ

他
千
代
懐
剣
ヲ
取
り
出
町
，
h

ヲ
倣
-
て
サ
ト
ラ
レ
ヌ
傑
ニ
鶴
絵
両
手
ヲ
ヒ
ロ
ゲ
刺
シ
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鶴
松
詞

戻
セ
パ
マ
〔
ハ
ヤ
〕
ル
マ
イ

亀
千
代
詞

説
位
丸
ノ
ナ
シ
子

他
千
代
、
気
回
ヤ
ク
幅
削
〔
桁
】
ツ
テ
カ
カ
ル
。
鋭
イ
テ
‘
鵠
松
懐
剣
ヲ
サ
シ
突
キ

知
ッ
タ
カ
ア
マ
オ
へ

鶴
松
調

イ
ヤ
逃
ガ
ス
マ
イ

金
打
チ
.
太
銭
、
小
段
、
ド
ロ
ド
ロ
帯
号
ヨ
リ
動
力
ス



(
阿
麻
和
利
ヲ
}
倒
シ
懐
剣
引
キ
銭
ク
心
引
{
仮
]
リ
向
フ
、
数
-
一
俄
剣
ヲ
仮
リ
挙
ゲ
斬
リ
、
例
ホ
レ
、
ア
マ
オ
へ
務
ノ
内
ニ
入
レ
ル
。

【
調
章
6
】
の
渡
嘉
敷
本
で
は
、
二
重
が
津
堅
節
で
踊
り
な
が
ら
コ
戻
セ
パ
マ
[
ハ
ヤ
]
ル
マ
イ
」
を
唱
え
る
、
と
い
う
演
出
を
と

っ
て
い
る
。
二
童
が
阿
麻
和
利
に
斬
り
か
か
ろ
う
と
す
る
際
に
、

「
金
打
チ
、
太
鼓
、
小
鼓
、
ド
ロ
ド
ロ
幕
モ
ヨ
リ
動
力
ス
」
演
出
は
、

民
境
名
本
の

コ
ニ
味
線
・
太
鼓
・
大
太
鼓
・
銅
鍵
そ
の
他
の
鳴
物
を
う
ち
な
ら
し
て
、
幕
を
ゆ
る
が
せ
」
と
い
う
演
出
と
類
似
す
る
。

コ
戻
せ
は
や
る
ま
い
」
は
ど
の
場
面
で
唱
え
た
の
か
。
伊
波
本
と
異
境
名
本
は
「
戻
せ
は
や
る
ま
い
」
を
唱
え
て
か
ら
津
竪
節
の
演

唱
が
は
じ
ま
る
演
出
で
あ
り
、
寅
の
御
冠
船
本
と
渡
嘉
敷
本
は
津
堅
節
で
二
童
が
踊
っ
て
い
る
場
面
で
唱
え
る
演
出
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。と

こ
ろ
で
、
津
堅
節
の
歌
詞
の
ど
こ
で
コ
民
せ
は
や
る
ま
い
」
を
唱
え
た
の
か
、
に
つ
い
て
は
寅
の
御
冠
船
本
、
渡
嘉
敷
本
に
は
そ

こ
の
詳
細
な
ト
帯
き
が
な
い
。
寅
の
御
冠
船
木
は
津
堅
ぶ
し
の
歌
詞
「
ひ
と
に
変
て
」

の
後
に
「
踊
な
が
ら
、
亀
千
代
は
阿
摩
和
利
に
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飛
び
か
か
ら
ん
と
す
る
を
鶴
松
は
」

コ
戻
せ

陳
急
る
ま
い
と
制
止
し
、
左
あ
ら
ぬ
体
に
を
ど
り
な
が
ら
云
々
」
と
あ
っ
て
、
歌
詞
の

ど
の
箇
所
で
コ
戻
せ
は
や
る
ま
い
」
を
唱
え
る
の
か
は
指
示
し
て
い
な
い
。
渡
嘉
敷
本
で
は
津
堅
節
の
歌
詞
の
下
句
「
タ
ケ
ホ
ド
モ
」

以
下
の
記
述
が
な
い
。
タ
ケ
ホ
ド
モ
の
次
の
詞
章
が
鶴
松
詞
コ
戻
セ
パ
マ
[
ハ
ヤ
]
ル
マ
イ
」
で
あ
る
。
津
堅
節
「
勝
連
ノ
按
司
ヤ
」

か
ら
「
タ
ケ
ホ
ド
モ
」

の
歌
詞
で
踊
る
二
童
の
所
作
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
鶴
松
詞
コ
戻
セ
パ
マ

[
ハ
ヤ
]
ル
マ
イ
」

の
直
前

に
「
亀
千
代
懐
剣
ヲ
取
リ
出
ス
ヲ
敵
ニ
、
サ
ト
ラ
レ
ヌ
様
ニ
鶴
松
両
手
ヲ
ヒ
ロ
ゲ
刺
シ
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
津
堅
節
「
タ
ケ
ホ
ド
モ
」

を
歌
い
終
え
た
直
後
に
「
一
民
セ
パ
マ
ル
マ
イ
」
を
唱
え
る
演
出
で
は
な
い
の
か
と
恩
わ
れ
る
。

民
境
名
本
に
は
「
た
け
ほ
ど
も
」
を
歌
い
終
え
た
直
後
の
ト
書
き
に
「
あ
ま
お
へ
、
幕
に
む
か
い
、
二
童
に
背
を
む
け
る
。
亀
千
代
、

刀
に
手
を
か
け
て
斬
り
か
か
ろ
う
と
す
る
。
鶴
松
、
サ
ッ
と
手
を
ひ
ろ
げ
て
こ
れ
を
と
め
る
。
あ
ま
お
へ
、
二
童
の
方
へ
向
く
。
二
童
、



さ
あ
ら
ぬ
体
で
踊
り
続
け
る
。
」
と
あ
る
。
こ
の
ト
書
き
の

「
鶴
松
、
サ
ッ
と
手
を
ひ
ろ
げ
て
こ
れ
を
と
め
る
」
そ
の
動
き
と
同
時
に

鶴
松
が
コ
民
セ
パ
マ
ル
マ
イ
(
戻
せ
は
や
る
ま
い
)
」

の
せ
り
ふ
を
亀
千
代
に
向
か
っ
て
唱
え
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

せ
り
ふ
コ
戻
せ
は
や
る
ま
い
」
は
、
現
在
、
伝
統
組
踊
保
存
会
で
は
民
境
名
本
の
よ
う
に
鶴
松
・
亀
千
代
の

「
二
童
、
き
っ
と
立
上

り
な
が
ら
、
覚
悟
の
ほ
ど
を
語
り
あ
う
。
三
仮
名
が
け
で
音
曲
」
と
い
う
演
出
を
と
っ
て
い
る
。
二
童
が
き
っ
と
立
ち
上
が
っ
て
踊
る

正
面
に
は
、
阿
麻
和
利
が
き
や
う
ち
ゃ
こ
(
腰
掛
け
)
に
座
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
敵
に
向
か
っ
て
「
戻
せ
は
や
る
ま
い
」
と
唱
え
る
こ

と
に
な
る
。
む
し
ろ
、
寅
の
御
冠
船
本
や
渡
嘉
敷
本
の
ト
書
き
、
伊
波
本
の
脚
注
の
よ
う
に
「
躍
っ
て
ゐ
る
最
中
に
、
弟
が
あ
ま
お
へ

に
飛
び
か
〉
ら
う
と
す
る
の
を
兄
制
し
て
さ
あ
ら
ぬ
健
に
て
躍
り
つ
L

敵
の
油
断
し
て
ゐ
る
の
を
見
す
ま
し
懐
鯨
を
取
る
よ
り
早
く
斬

っ
て
か
〉
る
」

【
註
③
】
と
い
う
、
津
竪
節
の
演
唱
中
に
コ
民
せ
は
や
る
ま
い
」
と
唱
え
る
演
出
の
方
が
妥
当
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
組
踊
の
約
束
ご
と
の
ひ
と
つ
に
、
相
手
に
背
を
向
け
て
せ
り
ふ
を
唱
え
る
と
、
そ
の
せ
り
ふ
は
相
手
に
は
聞
こ
え
て
い
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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次
に
、
せ
り
ふ
「
戻
せ
は
や
る
ま
い
」

の
語
釈
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
伊
波
本
の
脚
注
に
は
「
還
し
て
は
や
る
ま
い
の
義
」

と
あ
る
【
註
⑨
】
。
帰
(
還
)
え
し
て
や
る
も
の
か
、
帰
さ
な
い
ぞ
、
と
い
う
意
で
あ
る
。
筆
者
は
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
。
ま
ず
、

「
戻
せ
」
と
「
は
や
る
ま
い
」
に
分
け
る
。

「
戻
せ
」
は
元
の
状
態
に
す
る
意
。

「
は
や
る
ま
い
」
は
逸
る
、
焦
る
意
の

「
は
や
る
」

に
否
定
的
決
意
を
あ
ら
わ
す
助
動
詞
「
ま
じ
」

の
付
い
た
つ
い
た
か
た
ち
「
は
や
る
・
ま
じ
」
で
、

「
元
に
戻
せ
(
戻
れ
)
焦
る
な
」

の
意
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
津
堅
節
の
演
唱
の
途
中
で
亀
千
代
が
刀
に
手
を
掛
け
て
、
二
童
に
背
を
向
け
て

い
る
阿
麻
和
利
に
斬
り
か
か
ろ
う
と
す
る
の
を
、
鶴
松
が
「
戻
せ

は
や
る
ま
い
」
と
唱
え
な
が
ら
サ
ッ
と
両
手
を
広
げ
て
制
す
る

と
い
う
演
出
と
合
致
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。



(
三
)
供
三
人
退
場
の
演
出

阿
麻
和
利
の
供
三
人
と
き
や
う
ち
ゃ
こ
持
の
退
場
の
演
出
は
、
員
境
名
本
と
渡
嘉
敷
本
に
ト
書
き
が
あ
る
。
現
在
、
伝
統
組
踊
保
存

会
の
演
出
は
、
二
童
の
舞
踊
に
見
惚
れ
、
二
重
の
酌
で
酪
町
し
た
阿
麻
和
利
が
、
津
堅
節
で
ニ
童
と
一
緒
に
踊
っ
て
い
る
と
き
に
、
酔

っ
た
供
三
人
は
き
ゃ
う
ち
ゃ
こ
持
と
一
緒
に
下
手
奥
へ
退
く
、
と
い
う
も
の
で
、
こ
の
演
出
は
虞
境
名
本
と
渡
嘉
敷
本
の
ト
書
き
と
同

じ
で
あ
る
。

民
境
名
本
の
ト
書
き
は
「
津
竪
節
の
歌
詞
「
勝
連
の
按
司
や
」
の
「
司
」
か
ら
、
あ
ま
お
へ
、
フ
ラ
フ
ラ
と
立
上
り
、
か
る
く
握
つ

た
両
手
の
拳
を
、
二
童
を
ま
ね
て
顔
の
前
で
上
下
に
動
か
し
て
踊
る
。
供
ら
、

一
人
一
人
立
上
り
、
千
鳥
足
で
踊
り
な
が
ら
、
橋
懸
に

は
い
る
。
き
や
う
ち
ゃ
こ
持
、
供
ら
ま
ぎ
れ
て
い
っ
し
ょ
に
は
い
る
」
と
あ
る
【
註
⑩
】
。

一
方
、
渡
嘉
敷
本
の
ト
書
き
に
は
「
ア
マ
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オ
ヘ
モ
キ
ヤ
ウ
チ
ャ
コ
ニ
居
テ
踊
リ
、
供
三
名
ハ
酔
フ
テ
千
鳥
足
ヲ
踏
ミ
踊
リ
ナ
ガ
ラ
、
後
供
ヨ
リ
順
番
ニ
退
場
、
オ
マ
オ
ヘ
モ
立
チ

(
踊
ル
)
」
と
あ
る
【
註
⑪
】
。

以
上
の
よ
う
に
、
供
三
人
は
酔
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
酔
っ
た
主
人
・
阿
麻
和
利
一
人
を
残
し
て
退
散
し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
阿
麻

和
利
は
二
童
に
討
た
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
場
面
が
「
演
戯
故
事
」
に
は
次
の
よ
う
に
"
記
さ
れ
て
い
る
。

【
註
⑫
】
。
な
お
、

「
演
戯

故
事
」
に
は
「
二
童
敵
討
」
は
「
兄
弟
報
仇
忠
孝
並
全
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

兄
弟
は
歌
舞
の
最
中
、
忽
然
大
声
で
「
お
前
は
我
が
父
の
仇
だ
。
私
が
誰
だ
か
分
か
る
か
」
と
言
っ
て
、
た
だ
ち
に
剣
を
か
ざ

し
て
斬
り
か
か
っ
た
。
阿
公
(
阿
麻
和
利
)
は
驚
き
乱
れ
て
「
賊
だ
」
と
叫
ん
だ
。

「
童
が
我
を
殺
そ
う
と
し
て
い
る
。
誰
か
助

け
て
く
れ
」
と
言
い
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
、
阿
麻
和
利
の
首
が
地
に
落
ち
た
。
家
臣
た
ち
は
刀
を
手
に
持
っ
て
い
た
が
、
知
何
せ



ん
酪
町
し
て
お
り
足
元
が
ふ
ら
つ
い
て
ど
う
し
よ
う
に
も
な
か
っ
た
。
鶴
た
ち
(
鶴
松
と
亀
千
代
)
は
幼
い
と
い
え
ど
も
、
武
勇

が
衆
を
抜
き
ん
出
て
い
て
多
勢
を
物
と
も
せ
ず
、
家
臣
た
ち
は
太
万
打
ち
で
き
ず
、
皆
兄
弟
(
鶴
松
と
亀
千
代
)
に
殺
さ
れ
た
。

[
原
漢
文
]

「
演
戯
故
事
」
に
よ
る
と
、
家
臣
(
供
)
た
ち
は
こ
童
に
討
た
れ
る
演
出
で
あ
る
。
ま
た
、
冊
封
使
録
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
述

さ
れ
て
い
る
。

①
『
中
山
伝
信
録
』
巻
第
二
、
重
陽
宴
(
徐
楳
光
著
、

一
七
一
二
年
刊
。
沖
縄
県
立
図
書
館
蔵
)

鶴
松
は
、
阿
麻
和
利
か
ら
剣
を
与
え
ら
れ
た
。
鶴
松
は
、
阿
麻
和
利
の
酔
い
に
乗
じ
て
剣
を
抜
い
て
阿
麻
和
利
を
刺
し
、

「
私
は
識
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位
丸
の
子
だ
。
今
、
汝
を
殺
し
、
我
が
父
の
仇
を
討
つ
の
だ
」
と
呼
ば
わ
っ
た
。
阿
麻
和
利
は
驚
い
て
起
き
上
が
っ
た
が
、
剣
で
(
首

を
)
斬
ら
れ
て
頭
が
落
ち
て
い
た
。
従
者
も
皆
酔
っ
て
、
こ
と
ご
と
く
二
童
に
殺
さ
れ
た
。

〔
原
漢
文
〕

②
『
琉
球
国
志
略
』
巻
十
三
、
人
物
・
孝
義
(
周
埠
著
、

一
七
五
七
年
刊
。
沖
縄
県
立
図
書
館
蔵
)

鶴
松
は
阿
麻
和
利
を
殺
し
た
。
阿
麻
和
利
と
そ
の
従
者
で
生
き
て
い
る
者
は
一
人
も
い
な
い
。

[
原
漢
文
]

③
『
使
琉
球
記
』
巻
五
、

(
李
鼎
元
著
、

一八

O
二
年
刊
。
沖
縄
県
立
図
書
館
職
)

鶴
松
は
亀
千
代
に
目
配
せ
を
し
、
阿
麻
和
利
の
後
ろ
に
身
を
伏
せ
て
、
阿
麻
和
利
の
腹
を
剣
で
刺
し
た
。
阿
麻
和
利
は
傷
を
負
っ
て

後
退
り
を
し
、
立
て
な
い
と
こ
ろ
に
亀
千
代
が
後
ろ
か
ら
斬
り
か
か
っ
た
。
従
者
も
殺
し
た
。
こ
れ
こ
そ
食
欲
で
悪
賢
い
報
い
で
は

為、、.、
4

0

右
b
カ

[
原
漢
文
]



一
編
の
演
戯
故
事
と
三
編
の
冊
封
使
録
に
は
「
二
童
敵
討
」
の
結
末
は
、
阿
麻
和
利
だ
け
で
な
く
供
(
従
者
)
も
二
童
に
討
た
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
場
面
が
リ
ア
ル
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
阿
麻
和
利
一
人
を
残
し
て
供
三
人
が
退
散
し
て
し
ま
う
伊
波
本
他
の
組

踊
台
本
に
あ
る
よ
う
な
演
出
で
は
、
組
踊
の
テ

l
マ
の
一
つ
で
あ
る
、
家
臣
が
主
君
に
真
心
を
尽
く
す
、
仕
え
る
と
い
う
「
忠
」

の
精

神
に
背
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
考
え
ら
れ
る
【
註
⑬
】
。

「
二
童
敵
討
」
以
後
の
仇
討
物
で
は
、
敵
の
供
は
主
人
と
も
ど
も
討
た
れ

る
演
出
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
二
童
が
供
三
人
を
討
つ
演
出
は
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
の
か
。
場
面
は
や
は
り
酒
宴
の
場
で
あ
る
。
そ
し
て
、
供

を
討
つ
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
阿
麻
和
利
を
討
つ
以
前
で
あ
ろ
う
。

「
二
章
敵
討
」
以
後
の
組
踊
で
は
、
仇
討
ち
は
先
に
供
を
討
ち
、
最
後

に
主
人
(
仇
の
主
役
)
を
討
ち
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
供
三
人
を
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ど
の
よ
う
に
し
て
討
つ
の
か
、
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
は
伝
統
組
踊
保
存
会
の
皆
さ
ん
と
議
論
し
て
み
た
い
。
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む
す
び
に
か
え
て

本
稿
で
は
、
組
踊
「
二
童
敵
討
」

の
①
荒
事
「
七
回
付
」
に
至
る
前
段
の
演
出
、
②
「
戻
せ
は
や
る
ま
い
」
の
演
出
、
③
供
三
人
退

場
の
演
出
、

の
三
点
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

①
荒
事
「
七
目
付
」
に
至
る
前
段
の
演
出
に
つ
い
て
は
、
阿
麻
和
利
の
「
道
陣
し
ゅ
た
る
」
か
ら
「
首
里
軍
す
ら
に
、
那
覇
軍
す
ら

に
。
」
ま
で
の
底
吟
の
唱
え
と
七
日
付
と
い
う
荒
事
の
演
技
の
手
法
に
は
連
続
性
が
あ
り
、
強
者
で
威
厳
の
あ
る
者
と
し
て
の
存
在
感

を
強
烈
に
印
象
づ
け
る
見
事
な
演
出
で
あ
る
。
後
半
で
は
阿
麻
和
利
が
二
童
の
舞
踊
と
酌
に
酔
っ
て
し
ま
い
、
二
童
に
団
扇
、
太
万
、

衣
装
を
与
え
て
丸
腰
に
な
る
。
前
半
で
は
強
者
、
後
半
で
は
自
堕
落
し
て
し
ま
う
阿
麻
和
利
像
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と



か
ら
、
寅
の
御
冠
船
本
と
そ
の
系
統
の
虞
境
名
本
の
詞
章
と
演
出
が
理
に
か
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

②
「
戻
せ
は
や
る
ま
い
」
の
演
出
に
つ
い
て
は
、
せ
り
ふ
「
戻
せ
は
や
る
ま
い
」
は
、
現
在
、
伝
統
組
踊
保
存
会
が
民
境
名
本
の
よ

う
に
鶴
松
・
亀
千
代
が
こ
の
せ
り
ふ
を
唱
え
て
津
堅
節
が
演
唱
さ
れ
る
や
り
方
で
は
な
く
、
寅
の
御
冠
船
本
や
渡
嘉
敷
本
の
卜
書
き
、

伊
波
本
の
脚
注
の
よ
う
に
、
二
童
が
津
堅
節
で
踊
っ
て
い
る
最
中
に
コ
戻
せ
は
や
る
ま
い
」
を
唱
え
る
演
出
が
妥
当
性
が
あ
る
と
考
え

た。
前
者
の
演
出
だ
と
、
二
童
が
き
っ
と
立
ち
上
が
っ
て
踊
る
正
面
に
は
、
阿
麻
和
利
が
き
や
う
ち
ゃ
こ
に
座
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
敵
に

聞
か
れ
て
は
な
ら
な
い
せ
り
ふ
を
聞
か
せ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
組
踊
の
約
束
ご
と
(
キ
マ
リ
)

の
ひ
と
つ
に
、
相
手
に
背
を
向
け
て

せ
り
ふ
を
唱
え
る
と
、
そ
の
せ
り
ふ
は
相
手
に
は
聞
こ
え
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
、
そ
の
演
出
を
重
視
し
た
い
。
ま
た
、

コ
戻
せ
は
や

る
ま
い
」
の
語
釈
に
つ
い
て
は
、
二
重
の
踊
り
の
振
り
と
併
せ
て
考
え
る
と
「
元
に
戻
せ
(
戻
れ
)
焦
る
な
」
の
意
で
は
な
い
か
と
解
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釈
し
た
。

③
供
三
人
退
場
の
演
出
に
つ
い
て
は
、
伊
波
本
、
異
境
名
本
他
の
組
踊
台
本
に
あ
る
よ
う
な
演
出
で
は
、
阿
麻
和
利
一
人
を
残
し
て

供
三
人
が
退
散
し
て
し
ま
う
。

そ
れ
は
、
組
踊
の
テ

l
マ
の
一
つ
で
あ
る
、
家
来
が
主
君
に
真
心
を
尽
く
す
、
仕
え
る
と
い
う
「
忠
」

の
精
神
に
背
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

「
演
戯
故
事
」
と
冊
封
使
録
『
中
山
伝
信
録
』

『
琉
球
国
志
略
』

『
使
琉
球
記
』

に
は
、
阿
麻
和
利
だ
け
で
な
く
供
(
従
者
)
も
二
章
に
討
た
れ
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

「
二
章
敵
討
」
以
後
の
仇
討
物
で
は
、
敵
の

供
は
主
人
と
も
ど
も
討
た
れ
る
演
出
で
あ
る
。

「
二
蛍
敵
討
」
に
つ
い
て
、

「
演
戯
故
事
」
と
一
一
一
編
の
冊
封
使
録
に
記
述
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
阿
麻
和
利
だ
け
で
な
く
供
(
従
者
)
も
二
章
に
討
た
れ
る
と
い
う
演
出
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
演
出
の

舞
台
を
鑑
賞
し
て
み
た
い
も
の
で
あ
る
。

現
在
、
伝
統
組
踊
保
存
会
の
稽
古
を
み
て
い
る
と
、
指
導
者
は
演
技
指
導
に
重
き
が
あ
り
、
演
出
は
さ
ほ
ど
や
っ
て
い
な
い
感
が
あ



る
。
組
踊
の
演
出
は
、
演
技
指
導
者
と
演
者
に
よ
る
徹
底
し
た
台
本
読
み
が
肝
要
で
あ
る
し
、
関
連
史
料
に
も
目
を
と
お
す
こ
と
が
大

事
で
あ
る
。
そ
の
テ
ー
ブ
ル
に
演
出
家
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
組
踊
の
解
釈
を
深
め
、
真
の
意
味
の
で
演
劇
と
し
て
よ
り
芸
術
性
豊

か
な
組
踊
の
舞
台
が
展
開
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

【註】

①
組
踊
の
文
化
財
指
定
は
琉
球
政
府
時
代
に
も
あ
っ
た
。
一
九
六
八
(
昭
和
四
三
)
年
六
月
五
日
付
で
琉
球
政
府
文
化
財
保
護
委
員
会
に
よ
り
「
玉
城
朝

熊
作
組
踊
五
番
」
が
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
、
民
境
名
由
康
ほ
か
十
三
名
が
保
持
者
に
認
定
さ
れ
、
保
持
者
に
よ
る
伝
統
組
踊
保
存
会
が
結
成
さ
れ

た
。
同
保
存
会
に
よ
る
伝
承
者
養
成
事
業
も
実
施
さ
れ
た
が
、
む
し
ろ
玉
城
朝
煎
作
の
組
踊
五
番
の
記
録
(
映
像
)
作
成
事
業
を
重
点
的
に
実
施
し
て

い
る
。
な
お
、
一
九
七
二
年
五
月
の
国
指
定
の
際
に
は
、
琉
球
政
府
文
化
財
保
護
委
員
会
が
指
定
し
た
際
に
認
定
さ
れ
た
保
持
者
が
そ
の
ま
ま
認
定
さ
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れ
て
い
る
。

②
拙
論
「
近
世
琉
球
人
が
異
国
で
観
た
芸
能
」

③
②
に
同
じ
。
五
八
頁
。

『
沖
縄
文
化
』
第
四
十
四
巻
二
号
、
ニ

O
一
O
年
十
一
月
、

沖
縄
文
化
協
会
発
行
。
四
八

3
五
二
頁
。

④
ペ
ン
ネ
ー
ム
「
薮
の
鷲
」
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
組
踊
『
二
童
敵
討
』

(
伊
波
普
猷
『
校
註
琉
球
戯
曲
集
』
と
『
寅
の
御
冠
船
本
』
)
」

『
国
立
劇
場

お
き
な
わ
上
演
資
料
集
〈
十
二
〉
』
二

O
O七
年
六
月
、
財
団
法
人
国
立
劇
場
お
き
な
わ
運
営
財
団
発
行
。
三
五

1
三
七
頁

⑤
民
境
名
由
康
講
述
・
中
今
信
記
録
『
組
踊
五
番
』
一
九
六
九
年
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
発
行
。

二
頁
。

⑥
伊
波
普
猷
箸
『
校
註
琉
球
戯
曲
集
』
一
九
二
九
年
十
月
、
春
陽
堂
発
行
。
二
三
頁
。

⑦
渡
嘉
敷
守
良
「
組
踊
の
型
」

『
沖
縄
の
芸
能
』
一
九
六
九
年
一
月
、
邦
楽
と
舞
踊
出
版
部
発
行
。
二
一
五

1
二
六
一
頁
。

③
@
に
同
じ
。
四
八

5
四
九
頁
。



⑨
⑥
に
閉
じ
。
四
八
頁
。

⑩
⑤
に
同
じ
。
=
二
頁
。

⑪
⑦
に
同
じ
。
二
五
四

5
二
五
五
頁
。

⑫
「
戊
成
冊
封
諸
宴
演
戯
故
事
巻
之
六
」

⑪
組
蹄
の
テ
l
マ
に
つ
い
て
は
、
儒
教
倫
理
の
徳
目
で
あ
る
〈
忠
〉

一
八
三
八
年
(
那
覇
市
歴
史
博
物
館
所
蔵
、
尚
家
文
書
第
一
二
六
号
)

〈
孝
〉
が
中
心
で
あ
り
、
そ
れ
に
王
府
が
介
入
す
る
こ
と
が
強
制
さ
れ
て
い
る
、
と

考
え
て
い
る
。
拙
著
『
仲
制
芸
能
史
概
論
』
二

O
O
O年
五
月
、
砂
子
屋
帯
房
発
行
。
二
六
七
頁
。
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